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平成２９年度「学校・家庭・地域連携サポート事業」  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校支援実践研修会 

日 時  平成２９年６月６日（火） 

１０：２０～１５：３０ 

場 所  郡山市郡山公会堂 

・講   演  １０：３０～１２：００ 

  演 題「地域を巻き込んだアフタースクール」   

講 師 放課後ＮＰＯアフタースクール  副代表理事 織畑  研 様        

・事例発表Ⅰ  １３：００～１３：３０ 

内 容「大玉村放課後子ども教室の取り組みについて」 

発 表 大玉村放課後子ども教室  コーディネーター 渡辺ひとみ 様        

・事例発表Ⅱ  １３：３０～１４：００ 

内 容「北塩原村『学校の応援団』～笑顔いきいき みんなで子育て～」 

発 表 北塩原村学校支援地域本部 コーディネーター 酒井美代子 様 

・グループ協議 １４：１０～１５：２０ 

  内 容「効果的な教育プログラムの実践に向けて」～地域の人材や素材を生かして～ 
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講 師 放課後ＮＰＯアフタースクール 副代表理事 織畑 研 様  

 

 

 

 

 

 

講演の様子！わかりやすく丁寧にお話くださいました。 

 

 

 

 

 

 

 

「プログラム計画シート」をもとに演習！その結果を発表。 

【講演内容】 

・野球大好き！ばりばりの体育会系。自己紹介からのスタートでした。 

・過去と現在の放課後について、また、アメリカのアフタースクールの紹介 

についてお話をいただきました。 

・続いて、放課後ＮＰＯアフタースクールの活動を紹介していただき、「活動 

の場は学校で！」という強い思いや、「地域の方々を市民先生に！」という地 

域の方々を巻き込んだプログラム作り等についてお話をいただきました。 

・また、「子どものやりたいこと」を活動に生かすというお話は受講者に大き 

な印象を残しました。 

【受講者の声】 

・「人が人を呼ぶ」という言葉が印象に残りました。 

・企業を巻き込むということが参考になりました。 

・遊びの中に「学びを！」ということの大切さを感じました。 

・活動内容は、子ども中心に考えていきたいと思いました。 

・「やりたいことＢＯＸ」帰ったらやってみます。 
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発表者 大玉村放課後子ども教室 コーディネーター 渡辺ひとみ 様  

 

 

 

 

 

 

丁寧でわかりやすいお話でした！ 

 

 

 

 

 

 

 

大玉カルタがヒントになりました！ 

【発表内容】 

・大玉村の地域性とその中での取り組みについてお話がありました。 

・大玉村放課後子ども教室の経緯や実施状況、これから進むべき姿等のお話を 

いただきました。 

・活動内容については、キンボールやビーンボウリングなどのニュースポーツ 

を取り入れたり、地域の方々の力を生かした活動を行ったり、工夫された活動 

内容になっているということでした。 

・また、活動を進める上で「進行表」を活用し、活動内容の共通理解を図るこ 

とで、スムーズな運営がなされているそうです。ボランティアの皆さんが、自 

主的に自信をもって活動できるようになったという、成果につながったという 

ことでした。 

【受講者からの声】 

・ニーズと資源をうまくマッチさせていう活動で素晴らしいです。 

・高齢者の方々との関わりを大切にしていると感じました。 

・ボランティアが継続できるような配慮を感じることができました。 
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発表者 北塩原村学校支援地域本部 コーディネーター 酒井美代子 様  

 

 

 

 

 

 

普段の活動が目に浮かぶような発表でした！ 

 

 

 

 

 

 

 

今年度は「そばっこクラブ」に挑戦！ 

【発表内容】 

・コーディネーターとしての６年間の軌跡を丁寧に発表していただきました。 

・「むぎっこクラブ」は育てるところから食べるところまでの活動。長期的な 

活動を取り入れることで、植物の生長とともに子ども達が学ぶことも多くあり 

充実した活動ができるということでした。 

・地域の高齢者の生きがいづくりにもつながっているということでした。 

・コーディネーターとしての役割は、学校に足を運び、校長先生や他の先生の 

理解を得ることだと話していました。朝の立哨指導の時に立っている先生方と 

積極的にコミュニケーションを取っているそうです。 

・学校支援を立ち上げる苦労や、軌道に乗ってからは、いろいろな人を巻き込 

んだ活動を取り入れ、その楽しさなどについてもお話されていました。 

【受講者の声】 

・バイタリティーあふれる人柄で、人が集まってくる！すごいです。 

・地域の高齢者の方々にも希望をもたせていることが素晴らしいです。 

・地域を知る、愛するという強い思いに感心しました。 
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【協議内容】  

 

 

 

 

 

 
 

活発な協議ができました！ 

 

 

 

 

 

 

 

話し合いの内容を見える化！ 

・行政や企業をどう巻き込むかがポイントであるというお話も！ 

・身近にできるプログラムも紹介！ 

・効果的なプログラムをどう開発するか！ 

・子ども達の安全・安心な活動についてどのような工夫をしているか！ 

・放課後子ども教室と児童クラブの連携をどう進めるか！ 

・他団体や他の行事などとの連携について、どのようにしているか！ 

・活動場所の確保をどうするか！学校？公民館？ 

・活動している子ども達の様子から、気になる子の接し方の難しさ！ 

・学校側のねらいと、コーディネーターの考えをすりあわせることの大変さ！ 

・ボランティアの募集はどのようにしているか！  

【受講者の声】 

・同じ悩みを抱えていることを実感し、少し楽になりました。 

・それぞれの地域のプログラムを学べて参考になりました。 

・自由な雰囲気の中で話ができてよかったです。もう少し時間があっても。 

 


